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　過去約10年にわたって，研究課題にとり上げてきた
「社会思想史における『個人』概念の変遷」を，本年
をもって完結することにした。そして，こうして完結
した業績を1冊の書物にまとめて，『唯物史観におけ
る個人概念の探求』と題して，未来社から刊行するこ
とにした。つぎに，その著書の目次を示し，そしてさ
らに，本年度に新たに付加した章の概要を記載しよ
う。
　目　　　次
　はしがき
　第1部近代思想における「個人」概念
　　第1章　「個人」概念にたいする哲学的前提
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　第2章　近代社会思想史における「個人」概念の
　　　　基本的展開
　第3章　「個人」と「私」との同一性について
　第4章「個人」概念の「私」対「君」への展開
　第5章　個人と社会の関係
第2部　唯物史観における人格と個人
　第6章　分業における個人の形成
　第7章所有と自由
　第8章私的所有の発生と人格の栽しい形成
　第9章「近代的」個人の成立
　第】0章　機械の出現における個人の形成
　第H章　資本所有の擬制化と個人
この章以下は，本年度に新しく書きおろしたもので
ある。まずこの章は，3章に分れている。以下，章
ごとに要約しよう。
　　（1）私的所有と国家一資本の擬制化は，所有
　　　の個人化を随伴し，それはまた法律的・国家
　　　的権力をもって支えられる。
　　②　競争から独占ヘー競争から独占へとは，
　　　資本を主体とするものであり，この推進の要
　　　因は，労働力の独占である。
　　（3）資本と経営との分離による個人の多元化一
　　　「個人」は，資本所有の主体であり，同時に
　　　労働力の所有の主体であるという二重存在と
　　　なり，また，私的所有者と，全体労働者の一
　　　員との二重存在となる。
　第12章　精神的労働者と物質的労働老との分離の
　　　　止揚
この章は，以下4章に分かれている。
　　（1）ホワイトカラーの歴史的登場一ホワイト
　　　カラーは，生産部門の独占化によって過剰に
　　　なった人口が分配・流通部門に流動して生じ
　　　たという歴史的形成物である。
　　（2）「官僚制」とは一M・ウェーバ＿やW．
　　　ミルズのいう「官僚制」という概念の紹介と
　　　批判。
　　（3）ホワイトカラーの組織一階層制，専門
　　　化，組織にたいするホワイトカラーの疎遠感
　　　の原因，計算可能性についての説明。
　　（4）「全体労働者」の実現と個人　　「全体労
　　　働者」の実現に伴って，精神的労働者と物質
　　　的労働者との融合が促進される。
結論にかえて
　「個人」は，歴史の進展および上部構造の形成に
伴って，対自的な性格をうることの説明，およびプ
レハーノブの「個人」概念の紹介と批判。
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